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・結核:1948年 日本患者同盟・ハンセン病:1951年 全国ハンセン病療養所入所者協議会

・1960-70年 公害に関する患者会

・1980年 慢性疾患に関する患者会

患者団体の歴史

・社会情勢の変化 ・法律の改定・改正 ・医療体制の変化 ・疾病の罹患率の増加
・個⼈と家族の価値観の多様化 ・個⼈の⽣活観 ・⽣活様式の変化 etc

社会的な背景と患者団体

多くの患者団体の発足

【はじめに】

ピンクリボン

世界的な広がりをみせた活動

レモネード RDD
etc

どのようにすれば、企業と 対等 な立場で協働できるか?

【結果】

企業との協働に対する事例に対して文献収集し、活動が
始まったきっかけ、広がった経緯、企業・行政と協働し、現
在も実施されている活動をまとめ、それを更に検討し、以

下の３つに分類した。

1．「研究・開発」

2．「啓発(資金調達を含む)」

3．「共生社会」



【結果】

1.研究・開発

1)PPI:患者が臨床研究等に参画した医薬品等の開発

2）患者団体（IDDM）からの要望で、Ⅰ型糖尿病患者のための
ジューCの開発

3）NPO deleteC、IDDMなどが積極的に資金調達し研究支援

【結果】
2.啓発(資金調達を含む)
工夫して疾患や患者団体の啓発、資金調達を企業と協働

1)ピンクリボン運動

2）レモネードスタンド運動

3）RDD（世界希少・難治性疾患の日）

4）NPO deleteCの活動

5）IDDMの活動



【結果】
3.共生社会
様々な人々が、全て分け隔てなく暮らしていくことのできる社会。障がいのある人もない人も、支
える人と支えを受ける人に分かれることなく共に支え合い、様々な人々の能力が発揮されている

活力のある社会*

1)ピンクリボン運動

2)レモネードスタンド活動

3）RDD（世界希少・難治性疾患の日）

4）NPO deleteCの活動

5）IDDM

6）シェア金沢

*首相官邸HPより一部抜粋（kyo09.pdf (kantei.go.jp)










